
令和３年度事業計画の上期の実施状況について

資料３-３

 令和3年度上期の事業計画の実施については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による緊急事態
宣言等を踏まえ、感染拡大を最大限防止すべく、一部業務の縮小を実施せざるを得ない等の影響はあっ
たものの、各種取組の推進により、保険者機能強化アクションプラン（第５期）で定めた重要業績評価
指標（KPI）について、その指標の大半は前年度上期実績を上回ることができた。

 下期においても、KPI全項目の達成のほか、保険者機能強化アクションプラン（第５期）に掲げた事
項の達成も見据え、引き続き各種取組を推進する。

 なお、令和３年度事業計画の主な重点事項に関する取組状況の概要は次頁以降のとおり。
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 不正の疑いのある事案について、重点的な審査を行った。また、資格喪失後に継続して支給した傷病手当金及び出産手
当金の中から、新たに再就職が確認された事案等のデータを支部へ提供し、支給後の確認を行った。

 傷病手当金と障害年金等の併給調整について、審査事務手順書等に基づき日本年金機構から提供される年金データを確
認し、適正に実施した。

 ４つの重点施策（①点検員のスキルアップ ②システム点検の効率化 ③支払基金との連携 ④進捗管理の徹底）で構成す
るレセプト内容点検効果向上計画に基づき、高点数レセプトを優先的に点検するなど、効果的なレセプト内容点検を推進
した。

【KPIの実績】（令和３年8月現在）

社会保険診療報酬支払基金と合算したレセプト点検の査定率（KPI：対前年度（0.318％）以上）：0.320％（前年8月末時点：0.301％）

協会けんぽの再審査レセプト1件当たりの査定額（KPI：対前年度（5,377円）以上） ：5,939円（前年8月末時点：5,280円）

 令和２年度決算を公表するとともに、事業主及び加入者に対し積極的に情報発信を行った。

 運営委員会及び支部評議会において５年収支見通しを示し、「協会の保険財政は依然として中長期的には楽観視できな
い状況である」ことを丁寧に説明した上で、令和４年度保険料率の決定に向けた議論を開始した。

● 健全な財政運営

● 現金給付の適正化の推進、効果的なレセプト内容点検の推進
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１．基盤的保険者機能

 基盤的保険者機能分野の生産性向上に向けて、統一ルールによる標準化された事務処理方法の徹底や、人材育成と柔軟

な事務処理体制の構築、管理者のマネジメント能力強化を図るために、見える化、共有化ができるプログラムとツールを

提供して、それらを活用しながら事業を推進している。

 保険証の未返納が多い事業所をデータ抽出し、資格喪失届提出時には保険証（添付）返納を確実に行うよう文書等で周
知した。

 債権管理回収業務については、保険者間調整を積極的に活用するとともに、納付拒否者に対しては、支払督促や訴訟に
よる法的手続きを実施した。

【KPIの実績】（令和３年9月現在）

日本年金機構回収分も含めた資格喪失後1か月以内の保険証回収率（KPI：対前年度（92.41％）以上）：84.69％（前年9月末時点：94.14％）

返納金債権（資格喪失後受診に係るものに限る。）の回収率（KPI：対前年度（53.40％）以上） ： 35.99%（前年9月末時点：33.24%）

● 返納金債権発生防止のための保険証回収強化及び債権管理回収業務の推進

● 業務改革の推進



 事業所健康度診断シート（事業所カルテ）を健康宣言事業所等に提供し、事業所特有の健康課題等の事業主との共有や、

特定保健指導の利用勧奨等に取り組んだ。

 事業所や産業保健総合支援センター等と連携したメンタルヘルス予防対策について、現状の課題等の整理を行い、取組

方針の検討を行った。

【KPIの実績】（令和３年９月現在）

健康宣言事業所数（KPI：57,000事業所以上）：60,593事業所（令和３年３月末時点：54,616事業所）

 令和３年４月～９月の間に実施した未治療者に対する受診勧奨（文書による一次勧奨）の実施件数は231,482人であり、

前年同期から47,763人増加した。また、一次勧奨後も受診が確認できなかった者に対しては、全支部において二次勧奨

を実施した。

【KPIの実績】（令和３年９月現在）

受診勧奨後３か月以内に医療機関に受診した者の割合（KPI：11.8％以上）：10.7％（前年９月末時点：10.9％（※令和２年４月～９月健診受診者について集計した値））
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● 重症化予防対策の推進

● コラボヘルスの推進

 平成28年度～令和元年度実績に基づく「健診・保健指導カルテ」（業態・事業所規模単位の実施率等を経年比較できる

もの）を活用した「重点的・優先的」な受診勧奨を実施した。

【KPIの実績】（令和３年９月現在）

生活習慣病予防健診実施率（KPI：58.5％以上）：21.5％（前年９月末時点：17.7％）事業者健診データ取得率（KPI：8.5％以上） ：3.2％（前年９月末時点：2.2％）

被扶養者の特定健診実施率（KPI：31.3％以上）：8.0％（前年９月末時点：4.4％） 被保険者の特定保健指導実施率（KPI：25.0％以上）：23.5％（前年９月末時点：19.9％）

被扶養者の特定保健指導実施率（KPI：8.0％以上）：34.9％（前年９月末時点：61.8％）

● 特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上、特定保健指導の実施率及び質の向上

２．戦略的保険者機能

 全支部共通の広報資材として、パンフレット、リーフレット、動画を順次作成していくこととし、第一弾としてパンフ

レットの作成を進めている。

● 広報活動や健康保険委員を通じた加入者等の理解促進



 「成長戦略フォローアップ」（令和2年7月17日閣議決定）に基づく検討事項等を踏まえ、インセンティブ制度の見直

しに向けた検討を行い、運営委員会及び支部評議会において議論いただいた。

 新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた令和２年度実績の評価方法等についても、運営委員会及び支部評議会にお

いて議論いただいた。
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● インセンティブ制度の実施及び検証

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、地域医療構想調整会議等の開催回数が減少したことで、意見発信

の機会自体が限られている中であるが、都道府県から提出されたデータ等を踏まえ、積極的に意見発信を行った。

【KPIの実績】（令和３年９月現在）

効率的・効果的な医療提供体制の構築に向けて、地域医療構想調整会議の場において、医療データ等を活用した効果的な意見発信を全支部で実施：6支部（前年９月末時点：9支部）

● 地域の医療提供体制等への働きかけや医療保険制度に係る意見発信

 令和２年度に採用した4件の委託研究（第Ⅰ期）を実施中。

 ７月には第Ⅱ期委託研究に関する公募を実施。なお、公募にあたっては、主な学会のホームページへの掲載、大学への

案内文書の送付等、幅広く公募情報の周知を図り、応募件数の増と透明性の確保に努めた。

● 外部有識者を活用した調査研究の実施

 ジェネリックカルテやデータブックにより、支部ごとの阻害要因の確認や深堀分析を実施したほか、医療機関や薬局ご

との使用割合を「見える化」した「医療機関・薬局向け「見える化」ツール」について、医療機関、薬局に提供した。

 例年８月及び２月に実施しているジェネリック医薬品軽減額通知は、令和２年度後半に発生したジェネリック医薬品の

安全性に関する重大事案に伴う業界団体の自主点検が終了していない等の理由から、８月の実施は見送った。

【KPIの実績】（令和３年6月診療分）

ジェネリック医薬品使用割合（医科、DPC、調剤、歯科における使用割合）80％という目標に向けて、年度末の目標値を支部ごとに設定する。ただし、ジェネリック医薬品使用割合

が80％以上の支部については、年度末時点で対前年度以上とする：30支部がKPIを達成

［参考］令和3年6月診療分の協会けんぽ全体の使用割合：80.5％（令和２年６月診療分の協会けんぽ全体の使用割合：78.9％）

● ジェネリック医薬品の使用促進



 次期間接システムについては、令和４年４月のサービスインに向け適切に工程を管理し、開発設計等は予定通り実

施した。

 次期業務システムについては、令和５年１月のサービスインに向け、実行計画書に則り、領域ごとに開発事業者を

調達し、設計・構築を行った。

 内部統制基本方針に則り、リスクの発生を予防するための仕組みの導入に向け、リスクの洗い出し・分析・評価・対策

の検討等の一連の取組を本部総務部内で試行的に実施した。

 「①本部・支部における支部ごとの課題認識の共有に基づく支部事業の実施」、「②自治体との共同分析及び分析結果

を活用した事業化の推進等」、「③保健事業推進に向けた保健師等の役割」、「④支部業績評価制度の見直し」、「⑤広

報の強化」について検討を行い、令和３年度下期から順次実施していく予定。

 令和３年10月の定期異動において、各支部の標準人員を踏まえて適切な人員配置を実施した。

● 人事制度の適正な運用と標準人員に基づく人員配置

● 本部機能及び本部支部間の連携の強化
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３．組織・運営体制

● 内部統制の強化

● 中長期を見据えたシステム構想の実現
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令和３年度事業計画の上期の実施状況

１．基盤的保険者機能関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６頁

（1） 健全な財政運営
（2） サービス水準の向上
（3） 限度額適用認定証の利用促進
（4） 現金給付の適正化の推進
（5） 効果的なレセプト内容点検の推進
（6） 柔道整復施術療養費等の照会業務の強化
（7） あんまマッサージ指圧・はりきゅう施術療養費の審査手順の

最適化の推進
（8） 返納金債権発生防止のための保険証回収強化及び債権

管理回収業務の推進
（9） 被扶養者資格の再確認の徹底
（10） オンライン資格確認の円滑な実施
（11） 業務改革の推進

２．戦略的保険者機能関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９頁

（1） 第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施
ч） 特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上
ш） 特定保健指導の実施率及び質の向上
щ） 重症化予防対策の推進
ъ） コラボヘルスの推進

（2） 広報活動や健康保険委員を通じた加入者等の理解促進
（3） ジェネリック医薬品の使用促進
（4） インセンティブ制度の実施及び検証
（5） 支部で実施した好事例の全国展開
（6） 地域の医療提供体制等への働きかけや医療保険制度に

係る意見発信
ч） 医療計画及び医療費適正化計画に係る意見発信
ш） 医療提供体制に係る意見発信
щ） 医療保険制度の持続可能性の確保等に向けた意見発信
ъ） 上手な医療のかかり方に係る働きかけ

（7） 調査研究の推進
ч） 本部・支部による医療費分析
ш） 外部有識者を活用した調査研究の実施
щ） 調査研究の推進並びに研究成果の社会的還元に

向けた各種施策の検討及び実施

３．組織・運営体制関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14頁

з）人事・組織に関する取組
（1） 人事制度の適正な運用と標準人員に基づく人員配置
（2） 人事評価制度の適正な運用
（3） ＯＪＴを中心とした人材育成
（4） 本部機能及び本部支部間の連携の強化
（5） 支部業績評価の実施

и）内部統制に関する取組
（1） 内部統制の強化
（2） リスク管理
（3） コンプライアンスの徹底

и）内部統制に関する取組
（1） 費用対効果を踏まえたコスト削減等
（2） 協会システムの安定運用
（3） 制度改正等にかかる適切なシステム対応
（4） 中長期を見据えたシステム構想の実現

４．令和３年度KPI一覧（上期の結果）・・・・・・・・・ 17頁

詳 細
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ᶿ ᾃ ӓ

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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₴ ᵞẕы ♥ ̊К ͪ ᶥ֛ ᾍ σף
ⱬ⅝ ͪ ᶥ֛ʥ ᾴ σף ▌ӓ
ẉ ˗ ˗ ᵞẕᾴ ͪ

̂ ⱬ⅝ ק
ψ ᶥ֛ ֝ ͪ ὕ ֗ ᾍҧ

ὕ ψ ᶥ֛ ׄʣ ᶫ

₴ ᶥ֛ѝ ד ᵞẕ♥ ̊К ͪ ᶥ֛ ᾍѼ₴↓̊ʣ

ψ ᵞẕ♥֞ ͜ ᶥ֛ ᾍѼ₴↓̊ʣ

ͪ ᶥ֛ ҵ ₴ ᵞẕы ♥ ̊К
ͪ ᶥ֛ ὕ σף ͪ ᶥ֛ʥ ᾴ

ֵ σף ὕ Ḍ
Ẏ ˗ל ὗ ї ʴ Ẏ

ᾍ їҽ ѹ ̵ϡ ω ► ҵ
Ϯϼ ► σף ὕ

ͪ ẉ ˗ ї ᵞẕᾴ ї ͪ
̂ ὕ ק

ἧ ᵞẕ ᾴї ḹֻ ͪ
ϊׄ ₴ Њף ֿᾏ

ͪ ͝ ˗

ψ ᶥ֛ ҵ ͪ
̂ ב ᾍ ͝ ὕ

̉ᴇ ₴
̊ʣ

֓
Ѽ₴ֿ

Ѽ₴↓

̉ᴇ ₴
̊ʣ

֓
Ѽ₴ֿ

Ѽ₴↓

П ὕ
˗ ὕ ᶥ֛ ї˗ ҿẲ

˗ ᷂᷀ ⱬ⅝

ᾍ ˗ ї ̊ʣ

Ѩ ̮ Ḹ П
ʤ ʴ ὕ ˔ὑ

̉ᴇ ₴ ї˔ὑ

֓
Ѽ₴↓

Л ὕ ᵎ֗ қЊ
͝ қЊ ֛ ׄʣ ᶫ
ͪ ֝♬͝ ̉ᴇϷ₴
ϖ̝ Џ Ḩ ᶮ β∆ͪ

ѫ ӲҘ

қЊ ֛ ᾍѼ₴↓̊ʣ

֛ ׄʣ ᶫ ̉ᴇ ₴
֛ қЊ ̝ ˗ ʺ

֝♬͝ ֗ β∆ͪ ѫ ͝
ק ⅎḸ ὕ

̉ᴇ ₴
̊ʣ

̂ ҵ ҵ Ḩ ʝ ˗ҵы ⱬ⅝
ᶫ ҵ ӓ ҧ ӓ ӓ

ᴣ ͝ ᶫ ҵ ẉὺ Ϯϼ↓ ᾍꜘ ˗ҵ
ы ̱Ѱ ὑ ӓ ר ׄʣ

Ḩ ͪ ѝ ʣׄר ׄ ʝ ӓ
˗ҵы ⱬ⅝ ˲ ˗ҵы ̱Ѱ

Ҙ▌ӓ ᶫ ӓ В ӓ
͑ ˗

ҵ

ψ ͪ ᶥ֛▌ӓ֗ ψ ᶥ֛ ҵ

П ⱬ⅝

Л ὕ

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ

増減
（対前年度比）

送付対象事業所数（万事業所） 134.6 1.2
確認対象被扶養者数（万人） 684.7 ▲ 3.4
※18歳以上の被扶養者が確認対象

令和３年度
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ͪ ὕ
қЊ β∆↓ ׄʣ
ӣ ҧ ר ׄʣ
ӣ ӓ

ὑβ ὑͪβ ᾚ ֝ ӓ˔ ᾍ Ḩ
ὕ ˗ ͪβ˗ ὕ Ḩ ֝ ὕ

ҧ ҧ ὕ
ὑβ ὑͪβ ᾚ ѝ Ḹף ѩ ѝ

ͪβ˗ ὕ ҧ
ҧ ᶥ ֝ ὕҧר

ͪβ˗ Ћ Ḍ ˔ ᾍ ⱬ⅝
᷂Ḣ β ֞Њ ὕ

β∆ ׄ ͪβ˗ ὕ
₴ ʣ ֝ ὕ

̉ᴇ ₴↓ὕ Ḩ ѩ ὑβ
₴ ♥ ₳᷈Ι ӓ

᾽ ͪβ˗ ὕ ׄ ˗ ᾽
˗ ὕ ͔

ὑβ ὕ ׄʣ ׄ β ͪβ ᾚ ὕ ◙
Ẏ ˗ ὑ Ϯϼ ϐ ҧ

ҧ ֞ ҿẲ
ὑβ ὕ ׄʣ ׄ ⁸ Ӳὑ ᷂ ̱

ֿ ὕ Ẏ ᶫ
˗ β ֝♬͝ ׄ ↑ ҥϐᾯ ᶮ ͜ᶧ̱
ᾍ ϐ

˗ β ֝♬ ˗ ʺ β ͪ
͑ ˗ β β ὕ Ӳ̝
͑ ͜ᶧ̱ Л ᶫ

˔ β ὕ ̊ʣ
˗ β ֝♬ ̊ʣ

ὑβ ὕ ̊ʣ

˔ β ֞ Ѽ₴ֿ ʠ˲Ṕқ Ѽ ₴
ֿ ӧ˲ ᾜ ˗ β ֝♬̏ Ѽ₴ֿ

ʠ̏ Ѽ ₴ֿ ʠ ӧ̏Ṕқ ὑβ
֞ Ѽ₴ֿ ʠ˲Ṕқ Ѽ ₴ֿ ʠ ӧ˲ ᾜ

₳ ₴↓ ̉ᴇϷ₴↓ὕ Ḩ β ͪβ ᾚ ˗
Ӵ̬ ὕ ₴ ὕ ׄʣ

◙ Ẏ ὑ Ϯϼ ֞ ҿẲ
֝ Е̱ β ͪβ ᾚ ὕ ̭

ͪ ᶧ̱ ̊ʤ֓ ᾍ ὕ
ׄʣ ׄ ק ⅎḸ ӲҘ͒

Ћ Ӳ̝ Ӳ̝֗ Ћᶮ ֻ̝
ᾍ ӲҘ͒ қ ֺ ᶧ̱ ᷂ ᾍ

ӲҘ͒

ӲҘ͒ ᶧ̱
Џ ᶧ ˲ Ћ Ӳ̝
Џ ᶧ ˲ Ӳ̝
ʝ ᶧ ˲ Ћᶮ ֻ̝
ʝ ᶧ ˲ ˲ Ӳ̝

˗ β ֝♬ ᶮ
Ḩ Ấ ֗ ᵂ Ḍ ѫ Л

̝ͪ ᾃ ̝ӣ ͪ ̝ ḹ ᶮ ˗ ʺ
β ὕ ϐ

̉ᴇ ₴
֓

Ѽ₴ֿ

Ѽ₴↓

̉ᴇ ₴
֓

Ѽ₴ֿ

Ѽ₴↓

̉ᴇ ₴
֓

Ѽ₴ֿ

Ѽ₴↓

ͪ ͜

ͪβ˗ ὕ ὕ ὕ

ĵ ὑβ ὕ ˗ β ֝♬ ׄʣ

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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β ὕ Ẇ Ỗ ὑͪβ ᾚ ᶫ β ͪβ
ᾚ ʝ β ► ѧᶥ ὕ ὕ
◙ Ẏ ˗ ὑ Ϯϼ ѫ ҿẲ ̿

Ḹ ͬ ὑͪβ ᾚᾍ ѫ͛ר ׄʣ
ᶫ
₳ ₴↓ ὑͪβ ᾚ ὕ ֯
ὑͪβ ᾚ ╠ ὕ ҧ
ὑͪβ ᾚ ׄʣ ὑ֗ ̱ Ҳ Ҳ

ᾚ ̸
˗ ʺ қЊ ͪβ˗ ͑ ̔ Ҙ

ׄʣ Ӳ̝ͪβ₉ ὑ

ͪ ὑͪβ ᾚ ὕ ̊ʣ
ὑͪβ ᾚ ὕ ̊ʣ

ὑͪβ ᾚ ὕ Ѽ₴ֿ ˲ Ѽ ₴ֿ
˲Ṕқ

ͪβ˗ ׄ Ӳ̝ͪβ₉ ̔ Ҙ ׄʣ
ὑ Ӳ̝ͪβ₉ ☻Ҋὑ

̉ᴇ ₴
ͪ

֓
Ѽ₴ֿ
ͪ

Ѽ₴↓
ͪ

ᾍ ֞ ҿẲ ὕ ὕ ☻ʫ̈ ⱦ ᶅ ӓ
˔ ᾍ Ι ᶿΙ Ι̊Ẇ Ι
֞ ҿẲ ⱳ ר

ӣ ᾮ ӓ˔ ֝

֞ ҿẲ♥ ̊К ӣ ֞ Ҋֻ ̊ʣ

̉ᴇ ₴ ὕ ᾍ ֞ ҿẲ ʝ
ҿẲ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ β ὕ ѝ ὕ ̏ ˲

Ѽ₴ֿ ˲Ṕқ ʝ ҿẲ♥ ֞
ᾍ Ћ ˘ ҿẲ ὕ

ᾮ ר ӓ˔ ↑ ⁸Ӣ ӣ₉̝
ӣ ͪβ ᾚ Ћ ὕ

̉ᴇ ₴

ʣ ѝ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴
β ֞
֓

Ѽ₴ֿ ѝ

Ѽ₴↓

β∆ὗ ὗ ֗
̲ ὗ ⱳ Кὦ ˗

ӓ ᶫ ὤ ד ˗ β∆
Ӳ̝ ˗ Ϲ
β∆ ̱ Ҳ Ҳ ₴ ׄ
ʣ ᶫ
ͪ ˗ ˔ ᾍ ҟ

β∆ὗ ˗ ˗ ̊ʣ

β∆ὗ ˗ Ѽ₴↓ ˗ Ṕқ ˗

˗ β∆↓ ˗ β∆ὗ ˗ ͑ ˗
β∆ ˗ ʺ В ὑͪβ ᾚ ѫ ҿẲ ֝

Ӳ̝Ћ̱ ׄʣ ⅝ʣ ᶫ ӓ
ᶫ Ḩ β ͪβ ᾚ ὕ ὗ

ֺ β∆ὗ ˗ ֝

˗ ͪβ ֻ ˔ ᾍ
֝

˗ ̉ᴇ ₴

֓
˗ ̉ᴇ ₴

Ķ ὑͪβ ᾚ ὕ ֗ ׄʣ

ķ ӓ˔ ᾍ

ĸ

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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Ӳ̝ ӣ ӓ ֝
β∆ ʺ ⅎḸ ʺ ˗ ʺ Ћ В
̸ қЊ ד ₦ⅎ Ḹ ͬ Ҳ
ⅎḸ ̸ Ҳ ╠

᷂Ḣ ὕ ꜘ ⅎḸ
β∆ͪ Ỗᴣ Ҳ ӓר ᶫ ʹ̝ ⅎḸ Ḹ ͑ ὕ

╠ β∆ͪ Ỗᴣ Ỗᵺ Ẏ ֝

Ћ ͪ Ӹ β∆ͪ Ỗᴣ Ỗᵺ ˗ ͪ
Ҋֻ ̊ʣ

Ћ В ⅎḸ Кὦ
Ҳ ̸

ʝ▒ ̸

β∆ͪ Ỗᴣ Ҳ ӓר ᶫ ̝ ὑ
ⅎḸ Ḹ ͑ ʴⱲ ὕ

ͪ Ẏ β∆ͪ Ỗᴣ Ỗᵺ˗ ᾍ Ẏʴ
˗ ʴⱲ ỖᵺҿẲ ̉ᴇ ₴
Ћ ͪ Ӹ β∆ͪ Ỗᴣ Ỗᵺ ˗ ͪ
Ҋֻ

β∆ͪ ỖᴣỖᵺ ̉ᴇ ₴
˲ Ѽ₴ֿ ˲ Ѽ₴↓ ˲

̉ᴇ ₴

֓
Ѽ₴ֿ

ᾍѼ₴ֿ

Ѽ₴↓
ᾍѼ₴↓

ѝ
⁪ Ӳ̝ ̸ ֗
֝ ὡ ᶦ ᾍ Ϯϼ ̬ ̂ ֝

ӣ ᾯ
Ӳ̝ ̸ ӣ ᾯׄ ӓ ֗ ӣ ᴜὕ

Ήѩ ӣ ᾯ ᾍ ϐ ▌ӓ
қЊ
қЊ ӣ ᴜ ӣ ᴜ
₁ ⁹ σ ὕ ֝
֗ ↑ ҃₉̝ ̀ ͪ ֝ ὕ

̀ ֝
֝ ὑ

ӣ ᴜ ̓ ͝ ׄ ӣ ͪ Ѱ↓ Ḹ ʣ
ᶮ ᾃ ̝ ͬ

ӣ ᴜ̓ Ҋֻ ׄ ₴↓ Ι
ὑ ӣ ᴜ̓ Ҋֻ ̊ʣ
₴↓ ᾍѼ₴↓̊ʣ

ӣ ҃

ѝ
͑

ὡ ᶦ Ḫѝ

ӣ ᾯ
ӣ ᾯ ̓ Ҋֻ ӓ ӣ ᾯׄ
ӓ ӣ ᴜ ͜ ᴜ ὑ

᷂Ḣ ӣ ᴜы ὕ ӓ ӣ ᴜὕ ᵂ
ӣ ᾯ ͑ ͑ Ḍ

ὕ

қЊ
Њף қЊ ᾍ ӣ

ᴜ̓ ϐ ὕ ӣ ᴜ ὕ
Ḍ

ὕ
͈₴ ֗ ὕ ӣ ᴜ ̉

ᴇ ₴↓♥ӭ ӣ ᴜ ὄЋר Ẏ˗ ̢
ᶧ̱ ʺ ˓ ὕ
҃₉̝ ̀ ͪ ֝ Ḍ

ὕ ˔ὑ

̀ ֝
ʝ ᾍ ὕ ̓ Ҋֻׄʣ ׄ ˧
ὕ

ӣ ᴜ ̓ ͝ ׄ ʴẔ ̝ͪ ӣ Ӳ ̝ ̝
ͪ ᾃ ̝ӣ ͪ ̝ ӣ ͪ Ѱ↓ Ḹ ʣ

ͬ

̉ᴇ ₴ ѝ ʴ

ⅎḸ Ҳ β∆ͪ Ỗᴣ қЊ ͝

ӣ ᴜ ̓ ͝

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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̉ᴇ ₴ ὑ Ẏ ѝ
Ḩ ▌ӓ ̉ᴇ ₴↓ʴ ʝὑ ♬
қЊ ֗ ˗ ʺ Ѱ↓ ˿ ק
ⅎḸ

̉ᴇ ₴ ὑ Ḩ ˗
βͪ В ♥ қ Ѱ↓ ʴ Кὦ

ᵣỖᴣ̝ ̝ Ѱ↓
ׄ ᶥ ̉ᴇ ₴ σ ᶥ ᵣỖᴣ

̝ ̉ᴇ ₴ σ ֗ ̝

ᶥ ᵣỖᴣ̝֗ ̝ Ḍ
◙ ̉ᴇ ₴↓ὕ ͔

Ћ Њף ֿᾏ
ⅎḸ ὕ

˗ ר ὑ ͪ ▌ӓ˔ ר͜ ד
˗ ֗ ˗ ̬ ̂ ˿

˗ ҧ ♬ ˗ Ћᶮ᾽

ׄ ˧

̉ᴇ ₴↓ὕ ˗ Ḹ̝ף ὕ ♥
Ћᶮ᾽ ב֯ ᾃ ὕ

̉ᴇ ₴↓˗ ᶤӭ Ḹף ֻ
ὕ

ӣ ֗ ӣ ӓ Ḩ ֝ ӣ
֗ ӣ ӓ ὕ ͬ

ӣ ̝ ̝ͪ ᾃ ̝ӣ ͪ ̝
ӣ ֗ ӣ ӓ ὕ
ͬ

ҧ ҧ ӣ ̱͑Ѱ ׄ ᷂Ḣӣ ̝ ӣ ᾃ
̝ ḹ Ӳ̝ ӣ ѝ ӣ ᷂Ḣ⁪ їЊ

ᶮ ↑ ͑ ӣ Ḩ
ҧ ͬ

ҧ ҧ ӣ ̱͑Ѱ ׄ ᷂Ḣӣ ̝ ӣ
ᾃ ̝ ḹ ӣ ҧ ͬ Ћ ὕ

Ḍ Ẏ ◙ ᷂Ḣӣ ̝
σᶥ ᾜ ͬ ̝ ̱ ʴ
↑ ї ͬ

ӣ ͪ ̝ ʴẔ ̝ͪ ӣ Ӳ ̝ ͪ Ӳ ̝ қЊ β∆
Ṕ ӣ ͪ Ѱ↓ ֯ ר ͪ ᷂ḢӋ ͬ

֯ ӣ ͪ Ѱ↓ ׄ ᶮ ᾍ ͜ᶧ̱
ӣ ͪ Ѱ↓ ͜

ʴẔ ̝ͪ ӣ Ӳ ̝ ̝ͪ ᾃ ̝ӣ ͪ ̝ ̝ͪ ᾃ
̝˺ ̂ ѝ ̝ қЊ β∆Ṕ ӣ ͪ Ѱ↓
ר ͪ ᷂ḢӋ ӣ ͪ ḹ

ͬ

᷂Ḣӣ ὃ ӣ ѝ ʥ ʥל Ẇ֞
̜ ֞ ʣ ӣ ͜ᶧ̱

қЊ ˗ ʺ ᾍ ҧ ϐ

ӣ ӣ ̱͑Ѱ ͜ ѝ ʣ ӣ
Њף Ḹ ͑

᷂Ḣ ӣ ̱͑Ѱ ϐ ӣ ͪ Ѱ↓ ͜ ͬ

ĵ ӣ ֗ ӣ ӓ ͜ ͬ

Ķ ӣ ̱͑Ѱ ͜ ͬ

̉ᴇ ₴

֓
Ѽ₴ֿ

Ѽ₴↓

ķ ӣ ͪ Ѱ↓ ֯ ר ͪ ׄ ͬ

ĸ ʣ ӣ ͜ ϐ

Ѱ↓ ὕ ֗

ὕ Ẻ˗͈ Ћᶮ᾽

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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ӣ ӓ ׄ Ḹ ͬ
қЊ ֞ Ҳ ӣ ͑ ӣ Кὦ ʺ ᷂Ḣ⁪
ʴⱲ ӣ ѝ

ѝ Ẇ ֓ ѝ ὑ ѝ ʴ
Ẇ ѝ ᾍ Ҟ ♬ ѝ ↓

ֺ ӣ ӓ ׄ ˗ ὕ ᷂Ḣ⁪
ᶦ Ẇ ѝ ὕ

̝ ἶ Ẏἶ
ӣ β ᷂Ḣ⁪ ѝ ὕ

ᶧḿ ʫ̈ ♥ ₴ ☻ʫ̈ ל ˲֥
ֿ ₴ ϼ Ӳ̝ қЊ ᶮ

β∆ ὃ ӣ ͪ Ѱ↓ ר ͪ ᶫ
ҧ ͪβӣ ὕ ʥ֯ ʴ

Ѱ↓ ד ӣ ӓ ⱳ Ӳ
̝ Ẇ ὕ

̏ Ỗ ὕ ʴ
ӣ ᷂Ḣ ӣ ⁪ ὕ β∆

ӣ ӓ ᾶẎἶẎἶ֦׀ ἶ ʴ
р

Ḩ ͪ ▌ӓ ˬ Ẏἶ
Ẏἶ ӣἶ р

ӓ ӣ ֞ ˔ ҧ
Ẏ ẎἶẎἶ ӣἶ ӵ∆

ἶ ӣ ѝ ˔ ὑͪβ ᾚ
ҧ Ѩὑ ṐẎἶ ӣἶ ҷ′ ֲ

Ỗ Џҹ ὕ Џҹ
ʺ ἶ̝ Ẏἶ К ̂ ₦ⅎ Џҹ
Ḹ ק ᶫ ꜘҹ̏ Ṕ ר ͪ ҟ

ѝ σ
Ḹף Ӳ̝ ֝ КẆ ⅎ Ḹ ͬ

ѝ ʹ Ӳ̝ ⅝ʣ ᶫ Ӳ̝ қЊ
ʠ˲ѝ ˲ ̱Ѱ

Ḍ Ẏ ᶫ
σ ʴ

Ḹף ̏ ҹ ֗
˔ὑ
ӣ ѝ ̏ β ͜ ̏ ͪβ ᾚ ̏ β∆ὗ ̏

ѝ ʹ ׀ ᾍ ͬ
◐╛ ʹ ׀ ᾍ ᾍ

◐╛ ʹ ὕ

ķ ʱ ̝ Ϸ ׄ ֺ
֗ ὕ

Ķ Ẇ ὕ

ĵ ӣ ѝ

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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̯ ♥ ֞ ῁ѩ ʹ Ẇ ₉
ҵ ♬ ʹ ὕ ̝

̯ Ҙ ׄʣ ᶫ
ҵ ꜘ ˲ᴣ Ḩ ў ˲ᴣ

ὕ ˲ᴣ

̉ᴇ ₴ ὑ Ҳ ֺ ˲ᴣ ў ˲
ᴣ

͔ ʹ ͔ ʴⱲ Ή˲ ὑ ͔
˲ ר ᴣ ˲˗ ͔Ѱ↓ ͔

ы ֚ ὕ Ҙ ̬ ˲˗

Ӱ ᴣ ʹ ˲˗ ͔ ὕ ˲˗ ͔Ѱ
↓ ˿

˲˗ ͔ ʦ ў ֚ ὕ
Ҙ ̬ ˲˗

ʴⱲ ҧ ʹ ֻ Ḩ ⅝ʣ ᶫ
ͪ ׄ ˲ Е̱

̉ᴇ ₴↓ ʹὕ Ḩ ʹ ̊ʤ ὕ ὕ
Ḍ Ẏ ֻ◐╛

◐╛ ʹ ֻ ὕ
῁ѩ ʹ ↔ ᶥὕ ֞ ׀
ҵѩ ʹ ↔ ᶥὕ ֞ ׀
ѩ ʹ ↔ ᶥὕ ֞ ׀

῁ѩ ʹ ֺ ☻Ҋ ὕ
ᴣ ☻Ҋ ᾍ ◐

ⅎ Ӳ̝ ᴣ ѝ Ҙ ʺ̑ ᾍ
ѝ Ḩ ♬ ׄʣ

ʹ ὕ ὑ

ʹ ̉ᴇ ₴↓ ʹ ʹ Ḹ
ʹ Ή˲ Ḹͪ ʹ ʹ

ʹ ʹ ⱳ ʹ

қЊ β∆Ṕ ֝ ͪ ▌ӓ
▌ӓ ▌ӓ ׄ

▌ӓ ▌ӓ ׄ
В Ḩ ˗ ὕ

̱ Вֿѝ ֗ ѝ ˗ ӓ ͪβ˗
ׄ ͪβ₉ ☻Ҋ ͔Ѱ↓ ⅎḸ

▌ӓ ̉ᴇ ₴↓ʤ ὕ ˔ὑ

͔ ͔ ͔ ⱳ ꜘ ̀ ֺ
ׄʣ Ӳ̝Ћ̱ ֝ ⅝ʣ ᶫ

̉ᴇ ₴↓ ὕ Ḍ ◙
Џ₳ ͔ ᶩ ֓ Ι

̉ᴇ ₴↓ʣ ͔ Ḍ ◙
ᾍꜘ

ᵣ̱Ѱ ͜

˲˗ ֝

˲˗Ѱ↓ ˲ᴣ Ḩ ˲ᴣ

˲˗ ͔Ѱ↓

ʴⱲ ˲

֗ ▌ӓ

͔ ὕ

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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̱Ѱ ρ ҧ ҵ ᵣ ֗ ˗ ˿
К ѰḨ Ѹ К Ѱ ρ ὕ

К ѰḨ Ѹ ˔ ˿ ᾚЊ ׄ
ї ѝ ͔ ᾍ ʝ ֝ ҵ

К ὕ ˹♥ ὕ ᶪ Ẏ К Ѱ
ρ ὕ

ᴣ Ӿ Ҙ ˗ ʠЋ ᾍꜘ Ή˲ Ḹ
֝ ʹ ֺ ὑ ὕ
̉ᴇ ₴ Ẁ

ֻ ҵ ֺ
ⱳ ὑ

ѧҲᾍꜘ ☻ ᴣ֗ ὤ ὄב ҽ ב֯
Ḹ֛ ὕ Ћ☻ ᴣ ᾍ ὄב
ὑ Ћ ὕ

ᴣ ᾍ ὡ ѧҲᾍꜘ ʹ ὕ

ὡ ͪ ᾚЊ ׄ

Ԍ ҥϐ Вֿ ὕ Ḹ
ᾍы ὕ ρ
̉ᴇ ₴ ֻ ֺ
ʤ ὑ˔ὑ

Ћ ᴣ ᾍ Ḹ ὃ ⁫ ὕ
Ḹ ὕ

Ḹ ʹ ₴ ˗͈
Кὦ ̸ ὕ ˔ὑ

̉ ♣ ὃ ᴣ ʹ ⱬ⅝ ᶫ
ᴣ ׄʣ ᶫ ֗ ˹♥ ᵃ Ҳ
ᴣ ⁫ ὕ

ᴣ Ҳ ᾛНἧ ̂ ₡
Ḩ Ҳ ḸѰ↓ ᾍ ᶫ

ͬ ὑ Ћ ᴣ ͬ

῁ѩ ʹ ֗ Ή˲ Ḹͪ
↔ ᵃ ֺ ὃ Ή˲ Ḹͪ ⱬ⅝

ᶫ ֝

֗ ᴣ ᾍ
֗ ᾍꜘ ׄʣ ʹ ὕ

ҵ
☻ᴣׄ ʹ ὕ

ʹ ʹ Ή˲ Ḹͪ ʹ Ḹ
ʹ ⱳ ʹ ὕ

Ћ ᴣ ᾍ ⁫ ֗ ḹ ṑ ḹ
ᶽ ὕ

К Ѱ ▌ӓ

ⱬ⅝

К Ѱ ֝

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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ר˕ ʝ ꜘ ̏ ᾜ ҟ
Њ ̏ Ṷ ⱬ⅝ Џף Ӧѝ
ͪ ˿ ֝ ẉ ֓қ ṑ ρ
ʝ ꜘ Њ ̏ Њ ֝♬ Њ ֓қ

ᾍ ὕ ᶥ ᵎ
ᾜ Ấ ᶪК ֯ ʝ ˕Њ ֕ ˕Џף

̏ Џ ⅎ ї ҹ ὕ

ʝ ˕Њ Ӹ ʝ ꜘ ̏ Ҋֻ ̊ʤ

ʝ ˕Њ ר˕ Џף♥ ˗
ᴀ ʝ ꜘ ḹֻ Њ ֝♬˗

Џף Ấ ῂ Ӧѝ ͪ
ⱪ֝ ʝ ꜘ ѹ ҟ

̉ᴇ ₴↓ ʝ ꜘ Ҋֻ ק ʝ῁ ʝ ꜘ
̏ ѹ ֝ ͝

ֺ ̏ Ấ ϼ ʝ Ћ ͑
Ḹ В ̧ ̏ ˗ ᴀ

ὦ

Ӳ̝ Ḩ ҵ ͪ ͪ ̂ α Ӳ
̝ ὄὑ ϐ

ʱ ͪὃ ҵ ᴜ
ͪ ὄὑ ὕ

ʣ Ӳ̝ ҵ α ὡ
ͪὃ ҵ ᴜ ͪ

ὄὑ ϐ ὕ

♣ Ѱ↓ ֗ Ẇ Ẁ ᾍ
ᾍꜘ ў ὕ

Ѱ↓ ᾍꜘ
├ ὕ

ҵ ֗ ׄ ў › ὕ
ὃ

ҵ ̉ᴇ ₴ ׄ Ḩ
ὕ ὕ

̉ᴇ ₴ ׄ
ὕ ὕ Ѽ ̸ ʹ

ὕ

ҵ ̉ᴇ ₴ ׄ ὕ
Ѹ Ḣ ˗

̉ᴇ ₴ ׄ ў
› ˔ὑ ὕ

ʴ ὕ

̀ ֝

ᾍҧ ѹ

̉ᴇ ₴

֓
Ѽ₴ֿ

Ѽ₴↓

Ӳ̝ ὄὑ

Ѱ↓ ў ᾍꜘ

˗ ʺ ˗ ὕ ὕ
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４．令和３年度KPI一覧（上期の結果）

基盤的保険者機能関係 戦略的保険者機能関係

ƳƔ Ɓ ḲƳƓ ƳƔ Ɓ ḲƳƓ

Ɓ

ƒƑƑṾ

ƚƚƏƚƚṾ

ṕƙ Ṗ
99.52%

Ɓ

ƖƙƏƖṾ

21.5%

ṕƚ Ṗ
51.0%

Ɓ

ƚƖṾ

ƚƖƏƔṾ

ṕƚ Ṗ
94.8%

Ɓ ƙƏƖṾ 3.2%

ṕƚ Ṗ
8.0%

Ɓ
0.320%

ṕƙ Ṗ
0.318%

Ɓ

ƔƒƏƔṾ

8.0%

ṕƚ Ṗ
21.3%

Ɓ ƒ ƖƍƚƔƚ

ṕƙ Ṗ
ƖƍƔƘƘ

Ɓ

ƓƖƏƑṾ

ƓƔƏƖṾ

ṕƚ Ṗ
15.5%

ễ ƒƖ ƑƏƚƚṾ

ṕƙ Ṗ
1.12%

Ɓ

ƙƏƑṾ

ƔƕƏƚṾ

ṕƚ Ṗ
13.1%

Ɓ

ƒ
ƙƕƏƗƚṾ

ṕƚ Ṗ
92.41%

Ɣ

ƒƒƏƙṾ

ƒƑƏƘṾ

ṕƚ Ṗ
10.1%

Ɓ ṕ

Ṗ
ƔƖƏƚƚṾ

ṕƚ Ṗ
53.40%

ƖƘƍƑƑƑ ƗƑƍƖƚƔ

ṕƚ Ṗ
ƖƕƍƗƒƗ

ƚƓƏƘṾ

ẑ Ệ Ệ
91.3%

ƕƗṾ

ƕƖƏƗṾ

ṕƗ Ṗ
45.3%

ƚƘƏƖṾ

ṕƙ Ṗ
97.5%

ṕẑṖ80Ṿ

80Ṿ

ẑ DPC

ƔƑ

ṕƗ Ṗ

Ɨ

ḲƙƑƏƖṾ

79.2%

Ɨ

ṕƚ Ṗ
ƔƑ

組織・運営体制関係

ƳƔ ḲƳƓ

ƓƑṾ

14.4%

ṕƚ Ṗ
15.5%

KPI KPI

KPI


